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-和文-

1) 中村克樹 ･三上章允(1993)･.写兵に対するサ

ルの情動反応.第8【司詔長頬学会大会.霊長
類研究.9(3):296.

分子生理研究部門

器官調節分野

目片文夫･林 基治･野崎厄澄･滑水慶子

研究概要

A)血管平滑筋細胞膜の馬気生理学的研究

目片文夫

i)パッチクランプ法による平滑筋細胞膜の単

-イオンチャンネル電流の熱力学的解析

ii)心筋と冠状血管平滑筋との電気的相互作用

B)霊長類脳内生理活性物質

一分布特性と個体発達一

杯 基治･清水慶子

i)神経栄養因子の1つであるBDNFの逝伝

子発現を成熟期のマカタサルで調べた｡そ

の結果.海馬.大脳皮質連合野,小脳など

可塑性に富む脳領域で発現血が高いことが

分かり,BDNFが高次脳枚能になんらか

の働きを持つことが示唆された｡

ii)2歳,10歳,30歳以上と加齢にともな
うBDNFの退伝子発現量の変遷をマカク

サル中枢神経系で調べた｡その結果,加齢

とともに大脳皮質各領野の遺伝子発現量は

約40%まで減少し,BDNFは脳の加齢

と関連があることが示唆された｡

ー 27-



C)ニホンザルの加齢とゴナドトロピン分泌機能

野崎真澄

前年度に引き続き,ニホンザルの加齢に伴う性

腺系の変化を,視床下部一下垂体系に注目して調

べた｡すなわち,卵巣機能の低下している閉経期

のサルにエストロジェンを投与して,エストロジェ

ンのネガティブフィードバック作用に対する視床

下部一下垂体系の感受性の程度を,成熟期のサル

と比較して調べた｡結果は,閉経期のサルでも,

視床下部一下垂体系は,成熟期のサルと同程度の

感受性を示したことから,加齢に伴う卵巣機能の

低下は,卵巣に主要原因があり,視床下部一下垂

体系は.閉経期においても比較的若さを保ってい

ることが分かった｡

F)成長に伴う内分泌動態

清水慶子

前年に引き続き,ニホンザルおよびカニクイザ

ルにおける周生期から性成熟期に達するまでの血

中内分泌動態を,生殖関連ホルモンを中心に調べ

た｡実験はまだ継続中であるが,今までのところ,

上記二柾のサルで内分泌学的に性成熟に達する年

齢に丑があること,乳児期の血中ゴナドトロピン

丑が非常に高値を示すことが分かった｡

G)プロゲステロンによる排卵抑制および性行動

抑制

清水慶子

プロゲステロン投与による長期間排卵抑制法の

開発を試みた｡一回皮下投与により,少なくとも

数ヵ月間,排卵が抑制され,その間の性行動も抑

制されることが明らかとなった｡

総 税

一和文-

1) 林 基治(1994):霊長類中枢神経系における

ニューロトロフィンの発現と作用. 最新医

学, 49巻.37･43.

2) 林 基治(1994):霊長頬大脳皮質の発達と情

報伝達物質.発達と脳のメカニズム (久保田

競編)pp.121-149 ミネルヴァ書房.

3) 野崎真澄 :ニホンザルの繁殖特性｡ J.

Reprod.Develop.39:j93-jlO7(1993).

論 文

一美文-

1)Hayashi,M.,Yamashita,A.,Shimizu,冗.,

Sogawa, K., and Fujii, Y.(1993):

Expressionofthegenefornervegrowth

factor(NGF)inthemonkeycentralnerv-

oussystem.BrainRes.,618:142-148.

2)Inoue,M.,Mitsunaga,F.,Nozaki,M.,

Ohsawa,ド.,Tekenaka,A.,Sugiyama.Yり

Shimizu,K.,Takenaka,0.:Maledomi-

nancerankandreproductivesuccessinan

enclosed group of Japanese macaques:

Specialreferencetopost-conceptionmat-

ing.Primates34:503-511(1993).

3)Kanazawa,A.,Hayashi,M.,andFujimoto,

K.(1993): Evidence of docosahexacnoic

acid synthesisandpredominantexistcnco
ofarachidonicacidinliversoffotaland

neonatalcrab-eatingmonkeys:Comparisons

withadults.J.Nutr.S°i.Vitaminolり39:

521-525.

4)Mitsunaga,F.,Nozaki,M.,Shimizu,K.:

Suppressionofsexualbehaviorandovarian

functioninlactatingJapanesemonkeys(

Macacafuscata)duringthebreedingsca-

son.Primates35:79-88(1994).

5)Shimizu,K.,Nozaki,M.:Clusterforma-

tionofbasa1-granulatedcellsintheintes-

tinalvilliofthefetalJapanesomonkoy

(MacacafuscatafzLSCata).Anthropol.Sci.

102(Suppl.),177-186,1994.

-和文-

1)山海 直･清水慶子･長 文昭･吉川凍弘(1

994):ニホンザル卵子とカニクイザル祉結相

子を用いた体外受精｡Exp.Anim.43(1):45-
50.

報告･その他

一英文-

1)Nozaki,M.,Mitsunaga,F.,Shimizu,K.,

Watanabe,G.,Taya,K.(1993):Reproductive

senescenceinfemaleJapanesemonkeys.h:

Progressin ComparativeEndocrinology,

(ProceedingsoftheSecondlntercongress

Symposium of the Asia and Oceania

SocietyforComparativeEndocrinology),
Eds, by M.R.P. Varavudhi and S.

Lorlowhaknrn,Chiangmai.Thailand,p.83-
85.
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一和文-

1) 林 基治(1994):霊長頬中枢神経系における

神経生存因子逝伝子の発現機序.Thelshida

FoundationReport.21:186･190.

2) 滑水慶子(1994):ニホンザルにおける人工的

受胎調節にかんする研究一位苔対策および動

物 保 護 の 枕 点 か ら-｡ The lshida

FoundationReport,21:166-173.

学会発表

一美文-

1)Hayashi,M.(1993):BDNFgeneexpression

intheprlmatebrain:Decreasedlevelsdur-

1ngaglng.Neurosci.Res.18,Sl17.

2)Nakano,I..Hayashi,MりFujisawa,Kりand

Mori,H.(1993):Electronmicroscopicob-

servationofsenileplaques(SPs)inaged

nonhumanprimates.J.Neuropatholand

Exp.Neuro1..52,264.

3)Oishi,.T･,Hayashi,M･,Kubota,K･(1993)
:EffectoflearningofaGo/No-Gotask
onthecontentofGAP13mRNAinthe

monkeyfrontalcortex.Neurosci.Res.18,
S229.

4)YamaShita,A.,Hayashi,M.,andArikuni,

T.(1993):GABAneuronsintheprerrontal

cortexoftheadultandinfantmacaquo

monkeys revealed by calbindin- and

parvalbumin･immunohistochemistry:Light

andelectronmicroscopicstudies.Soci.for

Neurosci.Abstり19,676

-和文-

1) 春木康男 ･野崎真澄 ･小川温子 ･清木勘治(1

993):性成熟過程のニホンザルの卵巣皮質に

おける組織構築の変化｡第9回日本霊長類学

会大会,霊長類研究,9:303.

2)光永総子 ･野崎真澄 ･清水慶子(1993):オス

問奴争排除実験におけるニホンザルメスの配

偶者選択｡第9E旧本霊長類学会大会.霊長

類研究,9:281.

3) 野崎員澄･田谷-酋 ･渡辺 元(1993):老齢

雌ニホンザルのゴナドトロピン分泌調節o節

64回日本動物学会大会.ZoologicalSci..

10(Suppl.),145.

4) 野崎共起(1994):ニホンザルの季節繁殖T)ズ

ムの発現枚序.第85【司家畜繁殖学会,東京｡

5)山海直･給水慶子･長 文昭･吉川泰弘(1993):

ニホンザル卵子とカニクイザル精子を用いた

体外受糊.第34回噛乳動物卵子学会｡

6) 的水庄子 ･野崎晃澄･田谷一書 ･野口純子(1

993):ニホンザルの妊娠および頚管熟化誘発

時におけるリラキシンの役割｡第9回日本霊

長類学会大会.霊長類研究,9:280.
7) 清水慶子(1994):早期妊娠診断および胎児発

育｡第38回プリマーチス研究会,犬山｡

遺伝子情報分野

竹中 修 ･景山 節･中村 伸 ･浅岡一雄

研究概要

A) カニクイザルの出校aグロビン泊伝子

竹中 修･竹中晃子り ･川本咲江り
高等霊長類では缶捜して二つ存在するaグロビ

ン迫伝子がカニクイザル,チンパンジー等では更

に恵投している印から虫校とマラリアとの関係に

注目した｡そこでカニクイザルは缶禎により疾患

抵抗性を狂得したとの仮説の検証のため,サル施

設の後藤俊二および鈴木樹理氏とそれぞれ,スマ

トラとタイで共同で捕泣調盃を行った｡特にスマ

トラグヌンメル群で多くの羅恕個体が発見された｡

現在週伝子数を調べている｡擢患状温 血液検査

値等と関係で考察する予定である｡

B) マカカ屑サル脳の特只発現迫伝子の探索

白石陽子l)･竹中 修

マカカ属サルの脳で特_9%的に発現している遺伝

子の探索を試みた｡脳の各部位のcDNAライブ

ラリーを作製,それをテンプレートとしてランダ

ムプライマーによるPCR増幅.分析するディファ

ンレンシャルディスプレイ法では部位によって特

異的なパターンがみられ,クラスタリングにより

前頭連合野は前項連合野,上側頭野等とパターン

が類似し.一方海馬.小脳とは違っていた.また

cDNAサブトラクション法による解析でも部位

での特異発現逝伝子の存在が示唆された｡

C) 霊長頬Y敗色体DNAの進化

金 無味 2)･竹中 修

高等霊長類特にホミノイドの各種はその繁殖構

1)大学院生 2)研究生
3)研修員､名古屋文理短大 4)技術補佐員
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